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よし、勝ったぁ！
10月12日(日)、第44回町民体育
祭が開催されました。スポーツ
少年団混合リレーは最後の 百足 

むかで

競争が勝利への鍵、心を一つに
息を合わせ、ゴールへ向かって
突き進みます。
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さ
わ
や
か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
「
さ
あ
、
歌
っ
て
み
ま
し
ょ

う
！
」、
音
楽
の 
福  
島  
純  
子 
先
生

ふ
く 
し
ま 
じ
ゅ
ん 
こ

の
声
が
高
ら
か
に
響
き
ま
す
。
指

揮
者
を
見
つ
め
、
ピ
ア
ノ
の
伴
奏

に
合
わ
せ
て
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の

パ
ー
ト
の
声
が
重
な
り
ま
す
。

　

福
島
先
生
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
最
優
秀
中
学
校
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
見
せ
、
生
徒
た
ち
に
ど
う
し

た
ら
上
手
に
歌
え
る
よ
う
に
な
る

か
考
え
さ
せ
ま
す
。「
口
の
開
け

方
が
違
う
」、「
表
情
が
違
う
」、

「
言
葉
が
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
」
な

ど
、
生
徒
た
ち
か
ら
改
善
点
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
福
島
先
生
も
「
Ｓ

の
発
音
を
き
れ
い
に
ね
」、「
曲
の

盛
り
上
が
り
を
考
え
て
」
と
、
ア

ド
バ
イ
ス
。
す
る
と
、
み
る
み
る

う
ち
に
生
徒
の
声
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
秋
空
に
澄
み
わ
た
る
ソ
プ

ラ
ノ
の
声
、
落
ち
着
い
て
安
定
し

た
メ
ゾ
の
声
、
さ
わ
や
か
な
少
年

の
よ
う
な
テ
ノ
ー
ル
の
声
、
下
か

ら
ど
っ
し
り
と
支
え
る
バ
ス
の

声
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
が
と
き

に
か
ら
み
合
い
、
溶
け
合
っ
て
、

さ
わ
や
か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
か
も

し
だ
し
、
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
し
っ

か
り
と
包
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
発
生
！

　

体
育
大
会
や
中
間
テ
ス
ト
な
ど

忙
し
い
合
間
を
ぬ
っ
て
の
練
習

は
、
順
調
に
進
ま
な
い
と
き
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
の
中
で

ま
す
ま
す
盛
り
上
が
る

板
倉
中
学
校
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

月
６

　

月
６
日日　

午午
後
１
時
よ
り
、
板
倉
中
学
校
体
育
館
に
て
、
合
唱
コ
ン

1111

(木)(木)

ク
ー
ル
が
開

ク
ー
ル
が
開
催催
さ
れ
ま
す
。

今
年
で

回

今
年
で　

回
目目
を
迎
え
る
板
中
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
。
毎
年
、
こ
の
歌
声

3030

を
聴
く
た
め

を
聴
く
た
め
にに
、
多
く
の
家
族
の
か
た
が
た
が
、
学
校
へ
訪
れ
ま
す
。

今
回
は
、
そ

今
回
は
、
そ
のの
魅
力
と
白
熱
し
た
練
習
風
景
を
取
材
し
ま
す
。

３年１組の練習の様３年１組の練習の様子子

 福  島  純  子 先生
ふく しま じゅん こ
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ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
た
り
す
る
こ
と

も
…
。
で
も
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

重
ね
、
苦
労
の
末
そ
れ
を
乗
り
越

え
た
と
き
、
素
晴
ら
し
い
合
唱
が

で
き
あ
が
る
の
で
す
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
ク
ラ
ス

は
、
感
動
で
泣
い
て
し
ま
う
ほ
ど
。

み
ん
な
精
一
杯
に
声
を
だ
し
、
心

の
こ
も
っ
た
合
唱
は
、
聴
い
て
い

る
ほ
う
も
感
動
で
胸
が
一
杯
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
３
年
生
が
全

員
で
歌
う『 
大  
地  
讃  
頌 
』
は
、
力
強

だ
い 
ち 
さ
ん 
し
ょ
う

く
堂
々
と
立
派
な
も
の
で
す
。
こ

れ
を
聴
く
限
り
「
実
に
板
中
生
は

純
粋
で
真
面
目
な
ん
だ
」
と
感
じ
、

未
来
の
板
倉
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
頼
も
し
く
思
い
、
エ
ー
ル
を
送

り
た
い
気
持
で
一
杯
に
な
り
ま
す
。

　

合
唱
と
は
…　

音
楽
と
は
…

　

歌
が
大
好
き
で
、
ご
自
身
も

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
参
加
し
て
い
る

と
い
う
福
島
先
生
は
、「
合
唱
は
、

一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
て
、
心
を

合
わ
せ
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
そ

し
て
な
に
よ
り
み
ん
な
で
歌
う
と

楽
し
い
し
、
素
晴
ら
し
い
も
の
が

で
き
あ
が
り
ま
す
」
ま
た
、「
歌
う

と
き
に
は
自
分
の
思
い
を
閉
じ
込

め
な
い
で
、
心
か
ら
表
現
し
て
ほ

し
い
。
音
楽
は
、
生
活
に
潤
い
を

持
た
せ
ま
す
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

を
通
し
て
得
た
音
楽
へ
の
興
味

を
、
卒
業
後
も
忘
れ
ず
に
、
音
楽

と
か
か
わ
り
の
あ
る
生
活
を
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

聴
き
に
行
き
ま
し
ょ
う
！

　

今
、
板
倉
中
学
校
か
ら
は
音
楽

の
時
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

朝
、
昼
休
み
、
放
課
後
と
、
い
つ

も
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
練
習
の
歌

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
は
板
倉
中
学
校
の
素
晴

ら
し
い
伝
統
行
事
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
最
優
秀
賞
の
栄

冠
を
勝
ち
と
る
の
は
、
ど
の
ク
ラ

ス
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？　

答
え

は
、
板
中
体
育
館
に
て
！　

　

さ
あ
、
板
倉
中
学
校
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
を
聴
い
て
、
み
ん
な
で

い
っ
し
ょ
に
感
動
し
ま
し
ょ
う
！

■レポーター

広報編集委員

栗 原 順 子

３年１組指揮３年１組指揮：：小林慶史 小  林  慶  史 さんさん
こ ばやし よし ふみ

３年１組ピアノ３年１組ピアノ：：川嶋優花 川  嶋  優  花 さんさん
かわ しま ゆ か
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ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー　

応
募
く
だ
さ
い

米
消
費
拡
大
ポ
ス
タ
ー　

お
米
食
べ
よ
う

地
区
計
画
変
更（
素
案
）

の
縦
覧
を
行
い
ま
す

農
政
グ
ル
ー
プ 

内
線
４
１
５

情
報
広
報
グ
ル
ー
プ 

内
線
１
５
１

　

受
賞
お
め
で
と
う
！

　

板
倉
町
総
合
農
業
振
興
協
議
会

主
催
に
よ
る
小
学
生
米
消
費
拡
大

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ

ま
し
た
。町
内
の
小
学
校
か
ら
多

く
の
作
品
が
出
品
さ
れ
、
下
表
の

と
お
り
町
総
合
農
業
振
興
協
議
会

長
賞（
金
賞
）２
点
を
含
む　

作
品

14

が
入
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
は
、米
消
費
拡
大
を
テ
ー

マ
に
、ご
は
ん
へ
の
関
心
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
（
敬
称
略
）

受
賞
名

協
議
会
長
賞

（
金
賞
）

教
育
長
賞

（
銀
賞
）

佳　

作

（
銅
賞
）

学
校
・
学
年

北
小
１
年

東
小
６
年

北
小
６
年

東
小
３
年

南
小
２
年

西
小
１
年

北
小
２
年

北
小
６
年

東
小
１
年

東
小
４
年

南
小
３
年

南
小
６
年

西
小
２
年

西
小
６
年

入
賞
者
名

 
田  
沼  
紋  
佳 

た 
ぬ
ま 
あ
や 
か

 
佐  
藤  
理  
沙 

さ 
と
う 
り 

さ

 
野  
中   
菫 

の 
な
か 

す
み
れ

 
奈  
良  
歩  
美 

な 

ら 
あ
ゆ 
み

 
橋  
本   
笙 

は
し 
も
と 

し
ょ
う

 
�  
橋  
奈  
 々

た
か 
は
し 
な 

な

 
青  
木  
乃  
愛 

あ
お 
き 

の 

あ

 
檀  
原   
充 

だ
ん 
ば
ら 

み
つ
る

 
山  
田  
怜  
花 

や
ま 
だ 
れ
い 
か

 
荻  
野  
莉  
奈 

お
ぎ 
の 

り 

な

 
小  
野  
田  
夏  
樹 

お 

の 

だ 
な
つ 
き

 
飯  
塚   
陸 

い
い 
づ
か 

り
く

 
新  
井  
大  
陽 

あ
ら 
い 
た
い 
よ
う

 
今  
泉   
僚 

い
ま 
い
ず
み 

り
ょ
う

東小６年
佐藤理沙ちゃん

北小１年
田沼紋佳ちゃん

　

平
成　

年
度
版
ふ
る
さ
と
カ
レ

21

ン
ダ
ー
の
写
真
を
応
募
し
ま
す
。

応
募
資
格　

町
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
か
た

テ
ー
マ　

テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ
ん

が
、
板
倉
町
に
関
す
る
季
節
感
に

あ
ふ
れ
る
も
の
や
行
事
・
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
撮
影
し
た
も
の
。

応
募
サ
イ
ズ　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

キ
ャ
ビ
ネ
版
ま
た
は
２
Ｌ
版
。
デ

ジ
タ
ル
の
場
合
は
、
な
る
べ
く
解

像
度
３
０
０
万
画
素
以
上
の
カ
メ

ラ
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。（
い

ず
れ
も
横
位
置
に
限
り
ま
す
）

応
募
方
法　

作
品
裏
面
に
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
及
び
画
題
を
記

入
し
た
用
紙
を
は
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
デ
ジ
タ
ル
の
場
合
は
、

同
事
項
を
記
入
し
た
用
紙
を
デ
ー

タ
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
応
募
作
品
は
返
却
で

き
ま
せ
ん
。

締
切
日　
　

月　

日　

12

12

(金)

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

入
選
発
表　

平
成　

年
１
月
中
旬

21

（
入
選
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
）

入
選
作
品　

原
版（
ネ
ガ
）を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
事

業
計
画
の
見
直
し
に
伴
い
、
地
区

計
画
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
縦
覧
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
地
区
内
の
土
地
の
権
利
者
が

対
象
で
す
。

▼
地
区
計
画
の
目
的

　

住
環
境
の
悪
化
を
防
止
し
、
良

好
な
市
街
地
の
形
成
や
維
持
・
保

全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

▼
地
区
整
備
計
画
の
概
要

　

建
築
物
な
ど
の
用
途
、
敷
地
面

積
の
最
低
限
度
、
壁
面
の
後
退
、

建
築
物
な
ど
の
高
さ
の
最
高
限

度
、
建
築
物
な
ど
の
形
態
ま
た
は

意
匠
、
垣
根
や
柵
の
構
造
な
ど
に

つ
い
て
の
制
限
を
定
め
る
も
の

で
す
。

縦
覧
期
間

　

月　

日　

〜　

月　

日　

11

12

(水)

11

25

(火)

縦
覧
場
所　

役
場
建
設
農
政
課

都
市
計
画
グ
ル
ー
プ

意
見
書
の
提
出　

こ
の
案
に
つ

い
て
意
見
を
お
持
ち
の
か
た
は
、

縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
、
１
週
間
を
経
過
す

る
日
ま
で
に
、
意
見
書
を
町
長
に

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
見
書
に
は
一
定
の
様
式
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
都
市
計

画
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
グ
ル
ー
プ 

内
線
４
２
１

(5)

�８２－１１１１
�８２－１３００
�g- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p
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福
祉
医
療
制
度　

該
当
す
る
か
た
は
手
続
き
を
！

健
康
介
護
グ
ル
ー
プ �
内
線
３
２
６福祉グループ 内線３１１

　

福
祉
医
療
制
度
は
、
医
療
費
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。
次
に
該
当

す
る
か
た
は
、
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
子
ど
も

○
中
学
生
以
下
の
児
童

▼
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級

○
障
害
基
礎
年
金
１
級
（
障
害
厚

生
年
金
１
級
含
む
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

○
療
育
手
帳
判
定
Ａ

▼
母
子
・
父
子
家
庭

○　

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

18
い
る
母
子
・
父
子
家
庭
及
び　

歳
18

未
満
で
父
母
の
い
な
い
児
童

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

保
険
証
、

印
鑑
。
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）

に
該
当
す
る
か
た
は
、
各
証
書
ま

た
は
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
母
子
・
父
子
家
庭
に

該
当
し
、
板
倉
町
に
本
籍
の
な
い

か
た
に
つ
い
て
は
戸
籍
謄
本
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※
注
意　

中
学
生
は
入
院
の
み
無

料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生

に
は
受
給
資
格
者
証
（
ピ
ン
ク
の

カ
ー
ド
）
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

い
っ
た
ん
医
療
費
を
支
払
っ
た
後

に
、
領
収
書
・
印
鑑
・
保
険
証
・

通
帳
（
郵
便
局
以
外
）
を
お
持
ち

に
な
り
、
健
康
介
護
グ
ル
ー
プ
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
転
入
さ
れ
た
か
た
は
、
前
住
所

地
の
課
税
証
明
書
を
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

そ
の
他

○
群
馬
県
内
の
他
市
町
村
か
ら
転

入
さ
れ
た
か
た
で
、
前
住
所
地
で

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
を
持
っ
て

い
た
か
た
は
、『
福
祉
医
療
費
受

給
資
格
者
証
交
付
状
況
証
明
書
』

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
た

は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

子どもたちに安全な放課後を
ご利用ください 学童クラブ
　入所の申し込み、詳細は各学童クラブへお問い合わせ
ください。

▼ひまわり学童クラブ（ひまわり幼稚園内）
　�８２－１５３９
・保育時間　放課後～午後６時（土曜日休所）
・保育料　１０，０００円（８月は１３，０００円）
・対象地域　全小学校区
・申込受付期間　平成21年２月１日(日)～３月16日(月)

▼まきば学童クラブ（まきば幼稚園内）
　�８２－１６８２
・保育時間　放課後～午後６時(土曜日は午前８時～午後４時） 
・保育料　１３，０００円　（８月は１５，０００円）      
・対象地域　東・西・南小学校区                          
・申込受付期間　平成21年２月１日(日)～３月15日(日)

▼みつばち学童クラブ（大字岩田１２８７）
　�８２ー３７４１    
・保育時間　放課後～午後６時(土曜日は午前８時～午後６時）
・保育料　１１，６００円　（８月は１９，６００円）
・対象地域　西小学校区 
・申込受付期間　10月17日(金)～11月20日(木)

▼そらいろクラブ（そらいろ保育園内）
　�８２ー８８１１
・保育時間　放課後～午後７時(土曜日は午前７時～午
　後７時　午後６時以降は延長料金）  
・保育料　入会金１０，０００円　（１年生）６，０００円
　（２・３年生）４，０００円　土曜日・夏休みなどは　
　８００円／日　バス代１，５００円
・対象地域　 東・南小学校区
・申込受付期間　１１月１日(土)～12月27日(土)

板倉町長選挙・板倉町議会議員補欠選挙選挙結果

栗原氏・黒野氏が当選

　10月26日(日)に行われた板倉町長選挙・板倉町議会議

員補欠選挙の選挙結果は以下のとおりになりました。

町長選挙の投票率は７７．０５％（前回〈平成16年〉

８０．０２％）、前回

を２．９７ポイント

下回りました。

　なお、町長選挙で

は５，３８５票の得

票を得た 栗  原  
くり ばら

 実 氏
みのる

が当選しました。町

議会議員補欠選挙で

は、５，１９２票の得

票を得た 黒  野  一  郎 氏
くろ の いち ろう

が当選しました。

板倉町長選挙
５，３８５票栗原　実
４，６６６票針ヶ谷照夫

９８票無効票
板倉町議会議員補欠選挙

５，１９２票黒野一郎
３，７３０票増田秀雄
４２１票近藤誠士
８０４票無効票

当日有権者数
６，５４２人男
６，６３０人女

１３，１７２人計

板倉町選挙管理委員会 内線１２１
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大歓声上がる

声援飛び交う

　10月12日(日)、板倉中学校校庭で第44回町民体育

祭が開催されました。各行政区と37団体が参加して

の体育祭は、出場代

表選手が練習の成果

を十分に発揮し、大

変な盛り上がりを見

せました。

行政区対抗種目結果

ＢブロックＡブロック順　位

12区30区優　勝

14区27区第２位

22区31区第３位

　９月27日(土)、板倉保育園で運動会

が行われました。会場はたくさんの家

族のかたがたでいっぱいになりまし

た。１０１名の園児たちは、朝から大

張り切り、かけっこでは園庭を元気に

走り回り、練習に練習を重ねたダンス

や組み体操にも果敢に挑戦しました。

一生懸命に取り組む園児たちの元気な

姿に会場からは大きな声援が飛び交い

ました。また、会場に訪れた小学生た

ちによる徒競走や父兄のかたがたによ

る大綱引き、そのほかさまざまな親子

競技も行われ、全員で楽しむ運動会と

なりました。

(7) 広報いたくら　Ｈ20．11．１

見事に咲いた
　10月４日(土)～19日(日)の期間にわたり、今年もコスモス

まつりが行われました。約60haの面積に８千万本のコスモ

スが花を咲かせました。期間中、町内外からたくさんの来

場客が訪れ、イベント開催日には多くの出店が建ち並び、

よさこい踊りや 大  出  昇  星  会 の民謡などが披露され、会場
おお で しょう せい かい

は大変な盛り上がりを見せました。

元気いっぱい

でっかいさつまいも
掘れたぞー！

10月20日(月)、西岡新田

の畑で北小学校の１年

生によるさつまいも掘

りが行われました。

楽しく福祉体験
福祉まつり開催

10月19日(日)、老人福祉

センターで福祉まつりが

行われ、多くの出店や展

示品が並びました。

北部公民館で
各団体が成果を発表

日ごろの感謝を込めて
季楽里４周年感謝祭

板中生にアドバイス
芸術家派遣事業

10月21日(火)、板倉中学

校体育館で 細  谷  美  内 さ
ほそ や み なお

んを講師に芸術家派遣

事業が行われました。

はしご車乗って
ハイチーズ！

10月19日(日)、老人福祉

センターで消防フェスタ

が福祉まつりと同時開催

されました。

　９月25日(木)、１００歳到達者慶祝訪問事業が行われ、

明治41年生まれ、９月でめでたく１００歳を迎えた 宮  田 と
みや た

くさん（大高嶋）へ慶祝状と記念品が贈呈されました。毎

日、新聞を隅から隅まで読むことを日課の一つとしている

宮田さん、90歳を過ぎてから、ローマ字も習得したそうで

す。これからも元気で長生きしてください。

10月19日(日)、北部公民

館で、各種利用団体に

よる発表会・展示会が

開催されました。

10月19日(日)、健康の郷

季楽里で４周年大感謝

祭が行われ、たくさん

の人が訪れました。



( 8)

常
に
達
成
感
を
持
ち
続
け

若
い
人
が
あ
こ
が
れ
る
人
間
に

　

板
倉
で
生
ま
れ
育
っ
て

 　
「
心
の
癒
さ
れ
る
空
間
。
星
が

き
れ
い
な
町
」
と
懐
か
し
い
表
情

を
浮
か
べ
た
の
は
、
み
ず
ほ
信
託

銀
行
の
取
締
役
社
長
、
巨
大
な
組

織
の
ト
ッ
プ
で
活
躍
す
る
野
中
さ

ん
。
２
人
の
娘
さ
ん
が
最
近
相
次

ぎ
結
婚
し
、
現
在
は
神
奈
川
県
で

夫
人
と
２
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
海
外
に
興

味
が
あ
り
船
乗
り
や
外
交
官
に
あ

こ
が
れ
た
そ
う
で
す
。
大
学
生
の

就
職
活
動
で
、
Ｏ
Ｂ
訪
問
で
の
先

輩
た
ち
の
人
柄
と
新
し
い
も
の
を

追
い
か
け
る
社
風
に
魅
了
さ
れ
、

金
融
業
界
へ
の
関
心
と
と
も
に
富

士
銀
行
へ
進
む
決
意
を
し
ま
し
た
。

みずほ信託銀行社長

 野  中   隆  史 さん
の なか たか し

東京大学経済学部卒業後、
富士銀行に入行。前橋支
店長、個人開発部長など
を経て、平成19年にみず
ほ銀行副頭取に就任。今
年６月、みずほ信託銀行
取締役社長。（西岡出身）

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
な
ど
で
使
用
で
き
る
町

が
発
行
す
る
証
明
書
は
ど
ん
な
も

の
が
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
希
望
）

　

町
で
は
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
か
た
へ
、
お
む
つ
に
か
か
る

費
用
の
医
療
費
控
除
確
認
書
と
、

　

歳
以
上
で
障
害
者
手
帳
な
ど
が

65な
い
か
た
へ
の
障
害
者
控
除
認
定

書
を
発
行
し
ま
す
。

医
療
費
控
除
確
認
書

　

寝
た
き
り
の
状
態
で
、
治
療
上

お
む
つ
の
使
用
が
必
要
な
か
た
に

つ
い
て
は
、
お
む
つ
代
が
医
療
費

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

《
該
当
者
》

　

お
む
つ
費
用
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
２
年
目
以
降
に
な

り
、
要
介
護
認
定
を
受
け
、
寝
た

き
り
状
態
で
尿
失
禁
の
発
生
の
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る

か
た

※
お
む
つ
費
用
の
医
療
費
控
除
を

は
じ
め
て
受
け
る
か
た
は
、
医
師

に
よ
る
証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
、

主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
害
者
控
除
認
定
書

　

日
常
生
活
全
般
に
介
助
を
必
要

と
し
て
い
る
状
態
が
お
お
む
ね
６

か
月
続
い
て
い
る
か
た
に
対
し
、

障
害
者
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

《
該
当
者
》

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か

た
で
申
請
に
よ
り
障
害
者
に
準
じ

る
と
認
定
さ
れ
た
か
た

※
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
険
手
帳
な
ど
を
お

持
ち
の
か
た
は
手
続
き
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

持
参
す
る
も
の

介
護
保
険
者
証
及
び
印
鑑

申
請
期
間　
　

月　

日　

12

25

(木)

申
請
先
・
問
合
せ

健
康
介
護
グ
ル
ー
プ

�
内
線
３
２
４

要
介
護
認
定
者
の

税
控
除
は
？

２
種
類
の
控
除
が

あ
り
ま
す

(9) 広報いたくら　Ｈ20．11．１ �楽しい情報や話題、「Tomor r ow」、「Baby St ar」への自薦・他薦などお気軽に
お寄せください。　�82- 1111　�82- 1300　�g- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

 川  田   理 さん（籾谷在住）
かわ だ さとし

平成２年生まれ　18歳〔血液型Ａ型〕
板倉町は人が温かく、住みやすいですね

　

心
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
　

歳
の
と
き
、
役
所
と
の
人
事

30
交
流
で
外
交
官
と
し
て
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
の
日
本
大
使
館
に
勤
務
し

ま
し
た
。
多
く
の
日
本
企
業
が
進

出
し
、
自
動
車
、
家
電
な
ど
の
日

本
製
品
が
街
中
に
あ
ふ
れ
て
い
た

時
代
で
、
経
済
担
当
官
と
し
て
や

る
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
憲
法
や
戸
籍
、
国
会
も
な
い
、

宗
教
的
に
戒
律
も
非
常
に
厳
し
い

国
。「
面
白
く
充
実
し
た
仕
事
で

し
た
が
、
妻
は
黒
ず
く
め
の
ベ
ー

ル
を
か
ぶ
っ
て
の
外
出
で
、
２
人

の
娘
と
と
も
に
苦
労
を
か
け
ま
し

た
」
と
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て

の
成
功
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
長

期
間
の
休
み
が
と
れ
、
家
族
で
世

界
一
周
の
旅
を
し
た
こ
と
は
、
世

界
を
身
近
で
感
じ
ら
れ
た
貴
重
な

経
験
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

前
橋
支
店
長
の
と
き
は
、
板
倉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
の
商
業
施
設

誘
致
に
貢
献
し
、
板
倉
の
発
展
に

力
を
尽
く
し
ま
し
た
。「
自
然
豊

か
な
肥
よ
く
な
土
地
、
利
便
性
の

良
い
板
倉
。
そ
こ
に
住
む
人
た
ち

が
、
板
倉
の
す
ば
ら
し
さ
を
理
解

し
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
自
ら
が
地

域
を
変
え
る
意
識
を
持
ち
、
地
域

一
体
と
な
っ
て
進
ん
で
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
故
郷

へ
の
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
精
神
で
進
む

　
「
万
年
青
年
の
気
持
ち
で
常
に

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
。
物
事
が
分
か
っ

て
判
断
の
で
き
る
プ
レ
イ
ン
グ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
と
し
て
、
部
下
と
い
っ

し
ょ
に
な
に
か
を
し
て
い
き
た
い
。

上
よ
り
も
部
下
か
ら
の
評
価
を
重

ん
じ
、
若
い
人
か
ら
み
て
、
あ
あ

い
う
人
間
に
な
り
た
い
、
あ
の
人

の
人
生
か
っ
こ
い
い
と
言
わ
れ
続

け
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
」。

さ
ら
に
、「
ず
っ
と
達
成
感
を
持

ち
な
が
ら
、
若
々
し
く
経
営
を
続

け
た
い
で
す
」
と
、
ス
ピ
ー
ド
感

の
あ
る
行
動
力
と
だ
れ
も
が
あ
こ

が
れ
る
人
間
性
を
持
つ
リ
ー
ダ
ー
。

今
日
も
若
さ
あ
ふ
れ
る
心
で
仕
事

へ
の
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
編
集
委
員　

岡
田　

博

 折原   直  由  ちゃん
おりは ら  な ゆ

現
在
は
何
を
し
て
ま
す
か
？

　

大
学
進
学
を
目
指
し
、
勉
強
中

で
す
。
高
校
生
の
こ
ろ
か
ら
シ
ル

バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
興
味
を
持

ち
、
将
来
は
海
外
で
の
買
い
付
け

な
ど
も
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
語
学
に
特
化
し
た

大
学
へ
入
学
し
、
留
学
制
度
な
ど

を
利
用
し
て
し
っ
か
り
英
語
を
身

に
付
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
夢
は
何
で
す
か
？

　

シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
た

ず
さ
わ
れ
る
仕
事
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。
海
外
で
の
買
い
付
け
や

販
売
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
に
も
興

味
が
あ
り
ま
す
。
自
分
で
デ
ザ
イ

ン
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
販
売
で

き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
所
に

旅
行
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

　正解者の中から、抽選で５名のかた
にすてきな賞品をプレゼントします。
たくさんご応募をお待ちしています！

【今月の問題】
　板倉中学校で開催されている「合唱
コンクール」は今年で何回目になるで
しょうか？

応募方法　はがき、またはメールにク
イズの答え、住所、氏名(ペンネーム希
望の場合は記載ください）、年齢、町や
広報紙に対するご意見、ご感想などを
明記し、送ってください。
あて先　〒３７４－０１９２
板倉町役場情報広報グループ
「広報クイズ」係
�g- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p
締切　11月20日(木)
【10月号の答え】
中学１年生
【当選者】
あっ君さん
あやちんさん
みっちゃんさん
ゆみちゃんさん 
ｆａｎｕｙさん
（フリガナ略）

○生年月日　平成19年12月24日
　体重3, 040ｇのかわいい女の子

� 直  樹 パパと
なお き

 直  子 ママから
なお こ

　素直にまっすぐ育ってね。ニコ
ニコ直由がみんな大好きだよ�
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◆
板
倉
町
立
東
小
学
校
図
画
展

期
間　
　

月　

日　

〜　

月
６
日　

11

19

(水)

12

(土)

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
30

◆
コ
ン
サ
ー
ト
「
高
原
の
ど
こ
か
で

〜
南
米
音
楽
を
楽
し
む
〜
」

日
時　
　

月
７
日　

午
後
３
時
開
演

12

(日)

出
演
者　

ラ
ス 
セ
レ
シ
ー
タ
ス

　
　
　
　
（
女
性
４
人
の
グ
ル
ー
プ
）

演
奏
曲　

コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
ゆ

く
、
花
祭
り
、
ス
カ
ボ
ロ
フ
ェ
ア
な
ど

入
場
料　

１，
５
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
わ
た
ら
せ
自
然

館
、
町
内
各
公
民
館
で
お
求
め
く
だ

さ
い
。

�
わ
た
ら
せ
自
然
館

　
　
　
　

（
月
・
火
曜
日
は
休
館
日
）

文
化
と
芸
術
の
秋
を

　
　
　
　
　
　

楽
し
も
う
！

　

小
中
学
生
を
対
象
に
読
書
感
想

文
及
び
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で

優
秀
者
が
選
ば
れ
、
町
民
文
化
祭

時
に
表
彰
さ
れ
ま
す
。

▼
読
書
感
想
文
最
優
秀
者

・
小
学
校
低
学
年
の
部

　

西
小
２
年　
 
新  
井  
大  
陽 
さ
ん

あ
ら 
い 
た
い 
よ
う

・
小
学
校
中
学
年
の
部

　

西
小
３
年　
 
及  
川   
備 
さ
ん

お
い 
か
わ 

そ
な
う

・
小
学
校
高
学
年
の
部

　

北
小
６
年　
 
檀  
原   
充 
さ
ん

だ
ん 
ば
ら 

み
つ
る

・
中
学
校
の
部

　

板
中
２
年　
 
岩  
村  
美  
沙  
子 
さ
ん

い
わ 
む
ら 
み 

さ 

こ

▼
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
者

・
生
活
画
部
門

　

北
小
２
年　
 
島  
田  
竜  
佑 
さ
ん

し
ま 
だ 
り
ょ
う 
す
け

・
読
書
感
想
画
部
門

　

南
小
５
年　
 
宇  
治  
川  
愛 
さ
ん

う 

じ 
が
わ 
ま
な

・
風
景
画
部
門

　

北
小
４
年　
 
永  
瀬  
広  
登 
さ
ん

な
が 
せ 
ひ
ろ 
と

・
中
学
生
絵
画
部
門

　

板
中
３
年　
 
深  
野  
沙  
紀 
さ
ん

ふ
か 
の 

さ 

き

◆
展
示
部
門　

午
前
９
時　

分
〜

30

　

南
小
学
校
児
童
作
品
・
陶
芸
・

編
み
物
・
公
民
館
主
催
の
教
室
生

作
品
な
ど

◆
発
表
部
門　

午
前　

時
〜

10

　

ダ
ン
ス
・
歌（
南
小
学
校
児
童
）・

民
舞
・
童
謡
・
大
正
琴
・
フ
ラ
ダ

ン
ス
・
歌
（
公
民
館
主
催
教
室
生
）

な
ど

◆
模
擬
店
部
門　

正
午
〜

　

赤
飯
及
び
手
打
ち
そ
ば
・
キ
ャ

ラ
メ
ル
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
焼
き
そ

ば
の
販
売
、
ボ
ン
ボ
ン
ド
ー
ナ
ツ

の
無
料
配
布
な
ど

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
図
書
・
ビ
デ
オ
の
貸

出
・
返
却
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
展
示
部
門　

午
前
９
時　

分
〜

30

　

陶
芸
・
写
真
・
俳
句
・
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
木

工
・
種
子
工
芸
・
活
き
活
き
学
級

作
品
・
東
小
児
童
絵
画
な
ど

◆
発
表
部
門　

午
前　

時
〜

10

　

コ
ー
ラ
ス
・
東
小
児
童
合
唱
・

大
正
琴
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
ピ
ア
ノ
・

ハ
ー
プ
・
民
謡
・
ダ
ン
ス
・
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど

◆
模
擬
店
部
門　

午
前　

時
〜

10

　

焼
き
そ
ば
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・

お
で
ん
・
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
い
も
フ
ラ
イ
な
ど

◆
館
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

午
前
８
時
〜

◆
体
験
コ
ー
ナ
ー　

午
前　

時
〜

10

　

囲
碁
対
局
・
読
み
聞
か
せ
・
工

作
な
ど

※
前
日
の
午
後
・
当
日
は
、
図
書
・

ビ
デ
オ
の
貸
出
・
返
却
は
行
い
ま

せ
ん
。

　
　
　
　

月　

日　

11

16

(日)

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜

30

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
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つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

　
　
　
　

月
７
日　

12

(日)

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜

30

受
賞
お
め
で
と
う
！

　

各
種
コ
ン
ク
ー
ル

(11) 広報いたくら　Ｈ20．11．１
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◆
年
越
し
そ
ば
作
り
教
室

期
日　
　

月
６
日　

・
７
日　

・

12

(土)

(日)

　

日　
　

全
３
回

14

(日)

時
間　

午
後
２
時
〜

内
容　

年
越
し
に
向
け
て
手
打
ち

そ
ば
作
り
を
学
ぼ
う

講
師　
 
荻  
野   
文 
さ
ん

お
ぎ 
の 

ふ
み

対
象　

一
般
成
人
８
名

費
用　

１
回
１，
０
０
０
円

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

持
ち
帰
り
用
の
容
器
な
ど

申
込
期
限　
　

月　

日　

11

22

(土)

※
今
ま
で
に
受
講
し
た
か
た
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
は
じ
め
て
参
加

の
か
た
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

◆
手
打
ち
そ
ば
教
室

期
日　
　

月　

日　

・　

日　
　

12

13

(土)

20

(土)

　
　
　

全
２
回

時
間　

午
後
３
時　

分
〜

30

内
容　

手
打
ち
そ
ば
の
実
技

講
師　
 
荻  
野   
文 
さ
ん

お
ぎ 
の 

ふ
み

対
象　

一
般
成
人
８
名

※
た
だ
し
、
初
心
者
で
２
回
と
も

参
加
で
き
る
か
た

費
用　

１
回
１，
０
０
０
円

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

持
ち
帰
り
用
の
容
器
な
ど

◆
日
本
の
文
化
を
伝
え
る

　

す
し
シ
リ
ー
ズ

日
時　
　

月　

日　

・　

日　

11

18

(火)

21

(金)

　
　
　

午
前
９
時
〜

内
容　

す
し
飯
の
作
り
方
・
海
苔

の
巻
き
方
ほ
か

講
師　
 
山  
中  
高  
江 
さ
ん

や
ま 
な
か 
た
か 
え

対
象　

一
般
成
人　

名
15

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

◆
そ
ば
打
ち
教
室

期
日　
　

月　

日　

・　

月
５
日

11

14

(金)

12

　

・　

日　

・　

日　
　

全
４
回

(金)

12

(金)

19

(金)

時
間　

午
前
９
時　

分
〜

30

内
容　

そ
ば
打
ち
の
実
技

講
師　
 
荻  
野   
文 
さ
ん

お
ぎ 
の 

ふ
み

対
象　

一
般
成
人　

名
15

※
た
だ
し
、
初
心
者
で
４
回
と
も

南
部
公
民
館

　

大
海
原
と
小
笠
原
を
舞
台
に
、
船
の

こ
と
、
海
の
こ
と
学
び
ま
せ
ん
か
？

期
間　

平
成　

年
３
月　

日　

〜
３

21

26

(木)

月　

日　
　

５
泊
６
日

31

(火)

場
所　

東
京
都
小
笠
原
村
（
父
島
）

使
用
客
船　

ふ
じ
丸
（
２
３，
０
０

０
ト
ン
）

内
容　

海
洋
研
修
・
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
体
験
な
ど

対
象　

町
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜

中
学
３
年
生
の
男
女

募
集
人
員　

若
干
名

参
加
費　

８
０，
０
０
０
円
（
東
京

晴
海
埠
頭
集
合
・
解
散
の
場
合
）

申
込
み　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。

申
込
期
限　
　

月　

日　

11

22

(土)

北
部
公
民
館

中
央
公
民
館

◆申込先・受付
　11月５日（水）～
※各公民館へ電話で
　お申し込みください
（月曜日・祝日は休館日
  月曜祝日の場合は火曜も休館）
３日は中央公民館のみ特別開館

受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

参
加
で
き
る
か
た

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

◆
な
つ
か
し
の
映
画
上
映
会
開
催

　

上
映
映
画
「
典
子
は
、
今
」

▼
東
部
公
民
館　
　

月　

日　

11

22

(土)

▼
南
部
公
民
館　
　

月
６
日　

12

(土)

▼
北
部
公
民
館　
　

月　

日　

12

13

(土)

▼
中
央
公
民
館　
　

月　

日　

12

20

(土)

上
映
時
間　

午
後
６
時　

分
30

入
場
料　

無
料

主
催　

板
倉
町
文
化
協
会

※
ご
家
族
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

◆
お
は
な
し
会
を
開
催

・
さ
く
ら
が
お
か
お
は
な
し
会

日
時　
　

月　

日　

11

15

(土)

　
　
　

午
前　

時　

分

10

30

場
所　

北
部
公
民
館

東
部
公
民
館

公
民
館
の
イ
ベ
ン
ト

　

Ｂ
＆
Ｇ
体
験
ク
ル
ー
ズ
！

－

参
加
者
募
集－

平成20年度町民教養講座開催

～売り切れ次第終了です！お求めはお早めに～

報道の現場から

講師　 安  藤  優  子 
あん どう ゆう こ

　　　(ニュースキャスター）

日程　11月29日(土)

時間　午後６時開場

　　　午後６時30分開演

会場　中央公民館

　　　大ホール

料金　１，０００円

　　　（チケット販売中です）

主催　板倉町

チケットお求め・問合せ

　生涯学習グループ、各公民館

　または、わたらせ自然館まで
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慰
労
金
は
、　

月
１
日
現
在

10

で
、
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す

る
高
齢
者
を
、
在
宅
で
１
年
以
上

継
続
し
て
介
護
し
て
い
る
か
た
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
か

た
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
町
内
在
住
で　

歳
以
上

65

②
介
護
保
険
要
介
護
度
が
４
ま
た

　

は
５
の
状
態
で
１
年
以
上
継
続

③
介
護
保
険
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　

や
入
院
に
よ
り
在
宅
を
離
れ
た

　

期
間
が
１
０
０
日
以
内

申
請
期
限　
　

月　

日　

11

28

(金)

問
合
せ　

健
康
介
護
グ
ル
ー
プ

�
内
線
３
２
２

　

介
護
予
防
の
全
般
的
な
知
識
を

身
に
付
け
、
地
域
で
介
護
の
必
要

な
人
や
家
族
を
応
援
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

日
時　

○
初
級
講
座　
　

月　

日　

11

19

(水)

○
中
級
講
座　
　

月　

日
・　

月

11

26

12

３
日
・　

日　

い
ず
れ
も
水
曜
日

10

　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

30

場
所　

大
泉
町
文
化
む
ら

講
師　

館
林
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
広
域
セ
ン
タ
ー　

理
学
療

法
士
ほ
か

内
容　

介
護
予
防
体
操
・
口
腔
ケ
ア

募
集
人
数　
　

名
20

申
込
期
限　
　

月
７
日　

11

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

健
康
介
護
グ
ル
ー
プ

�
内
線
３
２
６

　

児
童
虐
待
は
子
ど
も
に
対
す
る

重
大
な
権
利
侵
害
で
す
。
た
た
く

音
や
子
ど
も
の
叫
び
声
、
不
自
然

な
泣
き
声
が
聞
こ
え
る
な
ど
、
あ

な
た
の
ま
わ
り
に
「
虐
待
を
受
け

て
い
る
の
で
は
？
」
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
が
い
ま
し
た
ら
、
迷
わ
ず

連
絡
（
通
告
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
虐
待
は
、
あ
な
た
の
ま
わ

り
で
も
起
こ
り
え
ま
す
。
ま
わ
り

の
わ
た
し
た
ち
が
気
付
く
こ
と
、

内
容　

○
栄
養
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講
話

○
調
理
実
習
（
３
〜
４
品
）

募
集
人
数　
　

名
20

費
用　

５
０
０
円

申
込
期
限　
　

月　

日　

11

28

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

　

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
使
用
有
効

期
限
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
８
年

間
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

期
限
を
迎
え
る
該
当
の
世
帯
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
「
水
道
メ
ー

タ
ー
器
交
換
の
お
知
ら
せ
」
を
郵

送
し
ま
す
。
お
留
守
の
場
合
で
も

交
換
が
可
能
な
場
合
は
、
身
分
証

を
携
帯
し
た
委
託
業
者
が
交
換
を

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
し
ま
す
。

※
メ
ー
タ
ー
器
交
換
の
費
用
は
か

か
り
ま
せ
ん
。
交
換
作
業
の
際
の

立
ち
会
い
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

交
換
期
間

　

月　

日　

〜　

日　

11

11

(火)

21

(金)

交
換
業
者　

板
倉
町
指
定
工
事
店

組
合
加
盟
業
者

問
合
せ　

上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

�
内
線
２
４
１

知
ら
せ
る
こ
と
で
子
ど
も
を
救
え

ま
す
。
あ
な
た
の
行
動
が
、
子
ど

も
を
虐
待
か
ら
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
第
一
歩
で
す
。
連
絡
し
た
か

た
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

連
絡
（
通
告
）
先
・
問
合
せ

○
福
祉
グ
ル
ー
プ

�
内
線
３
１
２

○
東
部
児
童
相
談
所

�
　

－

３
７
２
１

31
○
館
林
保
健
福
祉
事
務
所

�
　

－

３
２
３
０

72

　
　

歳
以
上
の
男
性
で
料
理
初
心

40
者
の
か
た
を
対
象
に
、
食
生
活
改

善
推
進
員
に
よ
る
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
か
た
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月
７
日　

12

(日)

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１0

場
所　

中
央
公
民
館

人　口　　１６，２８０人（＋６）
　男　　　　８，１０２人（±０）
　女　　　　８，１７８人（＋６）
世帯数　　　５，２０８戸（＋１）

（　）内は前月比
平成20年10月１日現在

固
定
資
産
税（
第
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
５
期
）

介
護
保
険
料
普
通
徴
収（
第
５
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

普
通
徴
収（
第
５
期
）

納
期
限　
　

月
１
日　

12

(月)

問
合
せ　

課
税
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

収
税
会
計
グ
ル
ー
プ

�
内
線
２
１
２
・
２
２
４

年累計  325件板倉の事件事故状況
※(  )内は累計（９月16日～10月15日）
２件(   38件)�侵入窃盗
１件(   23件)�車上ねらい
０件(   19件)�自動販売機ねらい
６件(   15件)�乗物盗難
２件(   51件)�その他の事件
２件(   47件)�人身事故
14件(  132件)�物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

申
請
し
て
く
だ
さ
い

介
護
慰
労
金

介
護
の
コ
ツ
を

身
に
付
け
ま
せ
ん
か

迷
わ
ず
連
絡
し
て
！

子
ど
も
へ
の
虐
待

食
生
活
改
善
た
め
に

男
性
の
料
理
教
室
開
催

ご
協
力
く
だ
さ
い

水
道
メ
ー
タ
ー
器
交
換

(13) 広報いたくら　Ｈ20．11．１

　

東
洋
大
学
植
物
機
能
研
究
セ
ン

タ
ー
、
地
域
活
性
化
研
究
所
及
び

国
際
共
生
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
、
町
と
共
催
で
「
地
域
と
の
さ

ら
な
る
共
生
を
め
ざ
し
て
〜
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
焦
点
を
あ

て
て
」
を
テ
ー
マ
に
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
か
た

は
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
公
開
講
座
修
了
後
、
交
流
会

合
同
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ん
で
結
婚　

周
年
を
迎
え
る
ダ

60

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
・　

周
年
の
金

50

婚
式
を
迎
え
る
ご
夫
婦
を
お
祝
い

し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
　

月　

日　

11

30

(日)

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

備
考　

観
覧
席
を
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

問
合
せ　

健
康
介
護
グ
ル
ー
プ

�
内
線
３
２
２

が
あ
り
ま
す
。

日
時　
　

月　

日　

11

29

(土)

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

場
所　

東
洋
大
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス

○
公
開
講
座　

１
１
０
２
教
室

○
交
流
会　

１
１
０
２
教
室
前

講
演
者　

 
下  
村  
講  
一  
郎 （
生
命
科
学
部
教
授
）

し
も 
む
ら 
こ
う 
い
ち 
ろ
う

 
長  
濱 　 
元 （
国
際
地
域
学
部
教
授
）

な
が 
は
ま 
は
じ
め

 
藤  
井  
敏  
信 （
国
際
地
域
学
部
教
授
）

ふ
じ 
い 
と
し 
の
ぶ

 
北  
脇  
秀  
敏 （
国
際
地
域
学
部
教
授
）

き
た 
わ
き 
ひ
で 
と
し

対
象
者　

地
域
住
民
・
東
洋
大
生

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

東
洋
大
学
国
際
共
生
社

会
研
究
セ
ン
タ
ー

�
　

－

９
１
４
０

82

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
・
金
婚
式

　

平
成　

年　

月
か
ら
、
社
会
保

20

10

険
事
務
所
の
国
民
年
金
保
険
料
収

納
業
務
の
一
部
が
「�
も
し
も
し

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
に
委
託
さ
れ
ま

し
た
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ

た
か
た
へ
の
訪
問
や
電
話
に
よ
る

ご
案
内
な
ど
を
「�
も
し
も
し

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の
職
員
が
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
な
ど
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
振
り
込
め
詐
欺
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
ご
不
審
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
社
会
保
険
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

太
田
社
会
保
険
事
務
所

�
　

－

３
７
１
２

49

電話当 番 店曜日日月

82- 0001㈲しんえい設備土１

11

82- 0095山岸管工設備日２

82- 0261㈲小倉設備祝３

77- 0057宇治川管工土８

82- 1856高田管工設備日９

77- 0358㈲長谷川設備土15

82- 2982土橋設備日16

82- 2152㈲佐山設備土22

82- 0537㈲根岸工業祝23

82- 0126尾崎農機振休24

82- 1025㈲鈴木設備土29

82- 0027㈲岩崎設備日30

82- 0001㈲しんえい設備土６

12 82- 0095山岸管工設備日７

82- 0261㈲小倉設備土13

○水道料金納入地区　14区の一部～29区

○水道料金口座振替日　11月26日（水）

地
域
と
の
共
生
を
め
ざ
す

東
洋
大
学
公
開
講
座
開
催

合
同
祝
賀
会
を
開
催

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
金
婚
式

業
者
委
託
さ
れ
ま
し
た

国
年
保
険
料
収
納
業
務

　

県
立
館
林
美
術
館
で
は
、
館
林

美
術
館
企
画
展
示「
国
吉
康
雄（
１

８
８
９－

１
９
５
３
）
展
―
ア
メ

リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
の
光
と
影
―
福

武
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
絵
画
・

版
画
・
素
描
・
写
真
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

期
間　
　

月　

日　

ま
で

11

30

(日)

　
　
　
（
月
曜
日
は
休
館
）

時
間　

午
前
９
時　

分
〜

30

　
　
　

午
後
５
時

観
覧
料　

一
般
＝
８
０
０
円
、
大

学
・
高
校
生
＝
４
０
０
円
、
中
学

生
以
下
＝
無
料

※
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

か
た
と
そ
の
介
護
者
（
１
人
）
は

無
料
で
す
。
証
明
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
立
館
林
美
術
館

�
　

－

８
１
８
８

72 芸
術
の
秋
を
満
喫
！

館
林
美
術
館
企
画
展

　１１月９日（日）

から15日（土）

は、秋季全国

火災予防運動

期間です。期

間中は、毎朝

午前７時に役

場のサイレン

が鳴ります。

　全国で高齢者や子どもが犠牲とな

る火災が相次いで発生しています。

　７つのポイントをご家庭で実施し

ましょう。

３つの習慣

○寝たばこは、絶対しない。

○ストーブは、燃えやすいものから

　離れた場所で使用する。

○ガスコンロなどのそばを離れると

　きは、必ず火を消す。

４つの対策

○住宅用の火災警報器を設置する。

○寝具などは、防災製品を使用する。

○住宅用消火器を設置する。

○隣家や近所との協力体制を作る。
問合せ　行政安全グループ

�内線１２２
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１
回
の
転
倒
で
寝
た
き
り
に
な

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
寝
た
き

り
に
な
る
前
に
転
倒
予
防
の
コ
ツ

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

日
時　
　

月
９
日　

11

(日)

　
　
　

午
前
９
時　

分
30

場
所　

北
部
公
民
館

講
師　

館
林
記
念
病
院　

理
学
療

法
士
ほ
か

内
容　

転
倒
予
防
講
義
・
身
体
機

能
測
定
・
転
倒
予
防
体
操

募
集
人
数　
　

名
20

参
加
費　

無
料　

申
込
期
限　
　

月
７
日　

11

(金)

※
主
治
医
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ

て
い
る
か
た
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

○
板
倉
町
ミ
モ
ザ
荘
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー

�
　

－

２
５
５
２

77
○
板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
　

－

３
９
０
０

82

�
０
２
７－

２
４
３－

２
２
０
５

�

sichouson@pref.gunma.jp

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
地
球
に
優

し
く
（
エ
コ
ロ
ジ
ー
）、
家
計
に
も

や
さ
し
い
（
エ
コ
ノ
ミ
ー
）
運
転

方
法
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣

い
で
、
自
動
車
の
燃
費
は
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。

○
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
で
優
し
い

発
進
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
最
初

の
５
秒
で
時
速　
�
を
目
安
に
発

20

進
す
る
だ
け
で
、
燃
費
は
約　

％
10

改
善
し
ま
す

○
駐
車
時
に
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を

切
る
な
ど
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
控

え
ま
し
ょ
う
。　

分
間
の
ア
イ
ド

10

リ
ン
グ
で
約
１
３
０�
の
燃
料
を

浪
費
し
ま
す
。

○
最
近
の
ガ
ソ
リ
ン
乗
用
車
は
暖

機
運
転
不
要
で
す
。
エ
ン
ジ
ン
を

か
け
た
ら
す
ぐ
に
出
発
し
ま
す
。

○
エ
ア
コ
ン
は
控
え
め
に
し
、
天

候
や
気
温
に
応
じ
て
こ
ま
め
に
温

度
・
風
量
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

外
気
温　

度
の
と
き
に
エ
ア
コ
ン

25

を
使
う
と
、
燃
費
が　

％
程
度
悪

12

化
し
ま
す
。

問
合
せ　

県
庁
環
境
政
策
課

�
０
２
７－

２
２
６－

２
８
１
７

○
健
康
介
護
グ
ル
ー
プ

�
内
線
３
２
６

　

み
な
さ
ん
の
家
庭
で
い
ら
な
く

な
っ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
を
無
料
で
受

け
入
れ
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は

家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
布
団
や
家

具
な
ど
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い

ま
す
。

日
時　
　

月　

日　

11

16

(日)

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

持
ち
込
み
で
き
な
い
も
の

○
農
機
具
用
バ
ッ
テ
リ
ー

○
事
業
所
な
ど
で
い
ら
な
く
な
っ

た
バ
ッ
テ
リ
ー

回
収
場
所
・
問
合
せ

資
源
化
セ
ン
タ
ー

�
　

－

５
３
７
１

82

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
か
た
が
将

来
も
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ

う
に
支
援
す
る
成
年
後
見
制
度
の

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
　

月　

日　
　

午
後
２
時

11

27

(木)

場
所　

板
倉
町
総
合
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
学
習
室

講
師　

群
馬
県
社
会
福
祉
士
会

社
会
福
祉
士　
 
河  
村  
俊  
一 
氏

か
わ 
む
ら 
し
ゅ
ん 
い
ち

内
容　

成
年
後
見
制
度
の
説
明
及

び
利
用
方
法

募
集
人
数　
　

名
20

参
加
費　

無
料　

備
考　

学
習
会
後
に
個
別
相
談
も

受
け
付
け
ま
す
。

申
込
期
限　
　

月　

日　

11

21

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

健
康
介
護
グ
ル
ー
プ

�
内
線
３
２
６

　
「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に

関
す
る
法
律
」
の
失
効
期
限
（
平

成　

年
３
月
末
）
が
迫
る
な
か
、

22
地
方
自
治
の
専
門
家
に
よ
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
将
来
の
地
域

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

日
時　
　

月　

日　

11

20

(木)

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
30

場
所　

館
林
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

定
員　

３
０
０
名

申
込
方
法　

電
話
、
電
子
メ
ー
ル

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
、
参
加

希
望
者
の
お
住
ま
い
の
市
町
村
名

及
び
氏
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

県
庁
市
町
村
課
行
政
係

�
０
２
７－

２
２
６－

２
２
１
２

家
電
類
の
受
け
入
れ

　

休
祝
日
以
外
で
あ
れ
ば
受
け
入

れ
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
分
別
し
て
い
な
い
と
受
け
入

れ
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

照
明
器
具
の
電
球
や
コ
タ
ツ
の

机
部
分
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
類
の

布
地
部
分
な
ど
は
分
別
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

  
ま
た
、
資
源
化
セ
ン
タ
ー
内
に

は
家
電
置
き
場
が
２
つ
あ
り
、
家

電
の
種
類
に
よ
っ
て
分
け
て
置
い

て
あ
り
ま
す
。
看
板
を
見
て
そ
れ

ぞ
れ
適
切
な
置
き
場
へ
出
す
よ
う

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

受
け
入
れ
で
き
な
い
家
電

▼
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・

エ
ア
コ
ン

廃
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
、

こ
の
４
種
類
は
販
売
店
（
電
気
店

な
ど
）へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
パ
ソ
コ
ン

資
源
有
効
利
用
促
進
法
に
よ
り
、

メ
ー
カ
ー
な
ど
に
処
理
を
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

資
源
化
セ
ン
タ
ー

�
　

－

５
３
７
１

82

転
ば
ぬ
先
の
…

転
倒
予
防
教
室
開
催

お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い

バ
ッ
テ
リ
ー
無
料
回
収

個
別
相
談
も
で
き
ま
す

成
年
後
見
制
度
学
習
会

地
域
の
将
来
を
考
え
る

地
方
分
権
改
革
講
演
会

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
！

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

(15) 広報いたくら　Ｈ20．11．１

る
た
め
の
用
具
を
携
帯
し
、
ふ
ん

を
持
ち
帰
り
、
自
ら
の
責
任
に
お

い
て
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

資
源
化
セ
ン
タ
ー

�
　

－

５
３
７
１

82

　

群
馬
県
行
政
書
士
会
館
林
支
部

で
は
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月　

日　

11

13

(木)

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

場
所　

館
林
市
城
沼
公
民
館

内
容　

官
公
署
提
出
書
類
及
び
法

務
局
（
登
記
）
に
関
す
る
相
談

問
合
せ　

群
馬
県
行
政
書
士
会
館

林
支
部　

支
部
長　

小
島
輝
男

�
　

－

１
５
３
１

82

　

地
域
の
皆
様
に
館
林
商
工
高
校

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
翔

光
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
　

月　

日　

11

15

(土)

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

場
所　

県
立
館
林
商
工
高
等
学
校

内
容　

工
業
と
商
業
の
特
色
を
活

か
し
た
研
究
発
表
や
展
示
、
模
擬

店
、
企
画
発
表
な
ど

問
合
せ

県
立
館
林
商
工
高
等
学
校

�
　

－

４
７
３
１

84

　

ご
み
を
野
焼
き
す
る
こ
と
は
、

禁
止
で
す
。
法
律
で
定
め
ら
れ
た

焼
却
施
設
を
除
き
、
安
易
に
ご
み

を
燃
や
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ご
み
を
燃
や
さ
な
い
よ

う
注
意
し
、
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

資
源
化
セ
ン
タ
ー

�
　

－

５
３
７
１

82

　
�
労
災
年
金
福
祉
協
会
群
馬
労

災
年
金
相
談
所
で
は
、
労
災
の
年

金
や
介
護
、
生
活
問
題
、
心
配
ご

と
、
仕
事
の
疲
れ
か
ら
く
る
健

康
・
精
神
的
悩
み
、「
過
労
死
」
な

ど
の
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
�
労
災
年
金
福
祉
協
会

群
馬
労
災
年
金
相
談
所

�
０
２
７－

２
４
３－

２
８
８
１

犬
の
放
し
飼
い
は
ダ
メ

　

犬
の
放
し
飼
い
は
、
農
作
物
を

荒
ら
し
た
り
、
人
に
か
み
つ
く
な

ど
、
他
人
に
大
変
迷
惑
を
か
け
ま

す
。
犬
は
昼
夜
を
問
わ
ず
、
つ
な

い
で
飼
う
か
、
お
り
の
中
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。

散
歩
を
す
る
と
き
は

　

犬
を
散
歩
で
連
れ
て
歩
く
場
合

は
、
必
ず
綱
な
ど
で
つ
な
ぎ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
ふ
ん
を
処
理
す

　振り込め詐欺

は、被害者の心

理を巧みに突

き、手口を替え

ながら繰り返し

行われる卑劣な

犯罪です。

　役場職員などを装って、還付金が

あるからと現金自動預払機(ＡＴＭ)

に誘導して現金をだまし取る「還付

金詐欺」の被害が急増しています。

　最近では、警察官や銀行協会職員

を装って暗証番号を聞き出し、

キャッシュカードをだまし取る新手

の詐欺も相次いでいます。

　役場職員が電話による還付金払

い戻しの連絡をしたり、警察官や銀

行職員が暗証番号を聞いたり、

キャッシュカードを預かることは

ありません。

　「自分だけは被害に遭わない」とい

う思い込みを捨て、不審な電話や訪

問を受けたら、まず、最寄りの警察

に相談してください。

問合せ　館林警察署生活安全課

�７５－０１１０

　群馬県最低賃金は、平成20年10月
16日より時間額６７５円に改正しま
した。
○対象となる賃金は、臨時または１
か月を超える期間ごとに支払われる
賃金、時間外・休日・深夜労働の割
増賃金、精皆勤手当、通勤手当および
家族手当は参入されません。
○群馬県内の事業場で働くすべての
労働者と使用者に適用されますが、
特定の製造業については、群馬県最
低賃金より高い特定最低賃金が定め
られています。
詳しくはお問い合わせください。
問合せ　
群馬労働局労働基準部賃金室
�０２７－２１０－５００５

　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
」
で

は
、
就
職
を
希
望
す
る
若
者
を
対

象
に
、
就
職
情
報
の
提
供
か
ら
適

性
診
断
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
職

業
紹
介
・
定
着
ま
で
就
職
に
関
す

る
一
貫
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
費
用
は
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

開
所
日　

月
・
火
・
木
・
金
・
土

曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

開
所
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
７
時

10

問
合
せ

群
馬
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
）

�
０
２
７
７－

　

－

８
２
２
８

20

 
　http://www.wakamono.jp/

放
し
飼
い
は
い
け
ま
せ
ん

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
で
す

無
料
相
談
会
開
催
し
ま
す

群
馬
県
行
政
書
士
会

み
ん
な
で
出
か
け
よ
う

館
林
商
工
高
校
「
翔
光
祭
」

ご
み
は
燃
や
さ
な
い
で
！

野
焼
き
は
禁
止
で
す

一
人
で
悩
ま
な
い
で

労
災
・
過
労
死
無
料
相
談
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《広告》《広告》

　

県
税
事
務
所
や
市
役
所
・
町
村

役
場
、
税
務
署
、
社
会
保
険
事
務

所
な
ど
の
職
員
を
装
っ
て
、
現
金

を
だ
ま
し
取
る
還
付
金
詐
欺
の
被

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
今
年
１

月
か
ら
９
月
の
間
に　

件
の
被
害

87

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

税
金
や
医
療
費
、
年
金
な
ど
の

連
絡
は
文
書
で
届
き
、
電
話
で
の

連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
よ
う

な
場
合
は
還
付
金
詐
欺
を
疑
い
、

県
税
事
務
所
や
市
役
所
・
町
村
役

場
、
税
務
署
、
社
会
保
険
事
務
所

な
ど
に
直
接
確
認
す
る
か
、
家
族

や
警
察
に
相
談
す
る
な
ど
冷
静
に

対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

○
電
話
で
還
付
金
の
連
絡
が
あ
っ
た

○
現
金
自
動
預
け
払
い
機
（
Ａ
Ｔ

Ｍ
）に
行
く
よ
う
に
指
示
が
あ
っ
た

○
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
着
い
た
ら
携
帯
電
話

で
連
絡
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た

携
帯
電
話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指

示
さ
れ
た

問
合
せ　

県
庁
治
安
回
復
対
策
室

�
０
２
７－

２
２
６－

２
３
５
６

　
　

月
４
日　

か
ら
、
納
税
者
の

11

(火)

皆
様
か
ら
の
電
話
に
よ
る
国
税
に

関
す
る
質
問
・
相
談
は
、
国
税
局

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」で
お
受
け

し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
税
務
署
の
代
表

電
話
が
自
動
音
声
案
内
に
変
わ
り

ま
す
。
具
体
的
な
操
作
に
つ
い
て

は
、
音
声
案
内
に
従
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
税
務
相
談
室
館
林
分
室

は
、　

月　

日
に
閉
鎖
と
な
り
ま

10

24

し
た
。

問
合
せ　

館
林
税
務
署

�
　

－

４
３
７
３

72

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
点
字
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
視
覚
障
害
者

に
と
っ
て
最
も
有
効
な
文
字
で
あ

る
点
字
を
学
び
、
理
解
を
深
め
ま

し
ょ
う
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

期
日　
　

月
６
日
・　

日
・　

日

12

13

20

（
全
３
回
・
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

時
間　

午
前　

時
〜
正
午

10

場
所　

板
倉
町
総
合
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

講
師　

館
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会

申
込
期
限　
　

月　

日　

11

28

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
　

－

３
９
０
０

82

　

平
成　

年
度
館
林
高
等
看
護
学

21

院
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
　

名
40

修
業
年
限　

３
年

願
書
受
付　
　

月　

日　

〜

12

22

(月)

　
　

平
成　

年
１
月　

日　

必
着

21

13

(火)

試
験
日　

第
１
次　

平
成　

年
１
月　

日　

21

19

(月)

第
２
次　

平
成　

年
１
月　

日　

21

29

(木)

応
募
資
格　

○
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
か
た
、

ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
か
た

○
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

合
格
者

試
験
会
場　

館
林
高
等
看
護
学
院

受
験
料　

２
０，
０
０
０
円

※
試
験
科
目
・
出
願
書
類
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ　

館
林
高
等
看
護
学
院

�
　

－

７
１
７
５　

73

【
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ
】

▼
平
成　

年
度
海
老
瀬
地
区
（
町

20

道
３
１
５
７
号
線
）
配
水
管
布
設

替
工
事

工
事
場
所　

大
字
海
老
瀬
地
内

予
定
価
格　

４，
５
９
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

４，
５
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　
�
岩
崎
設
備

▼
平
成　

年
度
下
五
箇
地
区
（
町

20

道
２－

　

号
線
）配
水
管
布
設
工
事

22

工
事
場
所　

大
字
下
五
箇
地
内

予
定
価
格　

５，
０
７
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

４，
９
５
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

宇
治
川
管
工

▼
平
成　

年
度
板
倉
地
区
（
町
道

20

１－

　

号
線
）
配
水
管
布
設
工
事

12

工
事
場
所　

大
字
板
倉
町
地
内

予
定
価
格　

６，
７
４
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

６，
７
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　
�
佐
山
設
備

冷
静
に
対
応
を
！

還
付
金
詐
欺

国
税
局
へ
変
更
さ
れ
ま
す

国
税
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

点
字
に
触
れ
て
み
よ
う

点
字
教
室
開
催

学
生
を
募
集
し
ま
す

館
林
高
等
看
護
学
院

(17) 広報いたくら　Ｈ20．11．１

　
�
日
本
グ
ラ
イ
ダ
ー
ク
ラ
ブ
で

は
、
空
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
渡
良
瀬
滑
空
場
で
グ

ラ
イ
ダ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
　

月　

日　

、　

日

11

15

(土)

22

　

、　

日　

、　

月
６
日　

の
４

(土)

29

(土)

12

(土)

日
間
（
１
日
５
名
）
の
内
の
１
日
。

た
だ
し
、
雨
や
荒
天
の
場
合
は
順

延
調
整
を
し
ま
す
。

募
集
対
象
者　

町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
小
学
５
年
生
以
上
の
か
た

先
着　

名
20

参
加
費
用　

３，
０
０
０
円（
保
険

料
）
参
加
当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
込
方
法　

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

住
所
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望
日

（
午
前
か
午
後
）
を
明
記
の
う
え

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
、
ま

た
は
電
話
に
て
開
催
日
の
前
々
日

ま
で
に
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ　

企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

�
内
線
１
３
１

�
　

－

１
３
０
０

82

�

g-kikaku@town.itakura.

gunma.jp

○
原
宿
団
地
（
岩
田
）

２
Ｄ
Ｋ
（　

・
５
㎡
）
１
戸

44

大
人
３
人
ま
で
入
居
可
能

○
岩
田
団
地
（
岩
田
）　

３
Ｋ
（　

・
２
㎡
）
１
戸

62

大
人
５
人
ま
で
入
居
可
能

入
居
可
能
日　

平
成　

年
１
月
１
日　

21

(祝)

募
集
期
間　

　

月
４
日　

〜　

日　

11

(火)

21

(金)

入
居
資
格　

町
内
に
在
住
ま
た
は

在
勤
で
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
世

帯
。
単
身
入
居
（
高
齢
者
や
障
害

者
な
ど
）
の
資
格
や
収
入
制
限
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

建
設
グ
ル
ー
プ

�
内
線
４
３
２

環
境
教
育
等
資
料
と
し
て

南
極
写
真
パ
ネ
ル　
　

枚
32

 
矢  
口 　
 
昇 　

様
（
籾
谷
）

や 
ぐ
ち 

の
ぼ
る

○診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○小児科・内科の※印は、小児科のみとなります。　○土井レディスクリニックは婦人科・内科を診療します。
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています

館 林 邑 楽 全 地 区館 林
板 倉期 日 耳 鼻 科小児科・内科外 科内 科

今村クリニック
７０－２２２１

横田医院
７２－０２５５

慶友整形外科病院
７２－６０００

ゆたか医院
７３－７３０８

石山医院
８２－０１０３

11月２日
（日）

－
益田小児科医院
６２－５５３５

海宝病院
７４－０８１１

橋田内科クリニック
７２－０００１

館林地区担当
11月３日
（祝）

－
たけい小児科※
７６－２５２５

小曽根整形外科
７２－７７０７

館林記念病院
７２－３１５５

ふじの木整形・内科クリニック
９１－４０７０

11月９日
（日）

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

長谷川クリニック
８０－３３１１

川島脳神経外科医院
７５－５５１１

まりレディスクリニック
７６－７７７５

館林地区担当
11月16日
（日）

－
森下内科医院
７３－７７７６

新橋病院
７５－３０１１

松井内科医院
７５－９８８０

井上整形外科医院
８２－１１３１

11月23日
（祝）

－
真中医院

７２－１６３０
慶友整形外科病院
７２－６０００

落合医院
７２－３１６０

館林地区担当
11月24日
（振休）

川田耳鼻喉咽科医院
７２－３３１４

小児科おぎわらクリニック
６１－１１３３

岡田整形外科クリニック
７２－３１６３

吉田内科クリニック
７０－７１１７

増田医院
８２－２２５５

11月30日
（日）

川村耳鼻喉咽科医院
７２－１３３７

竹越医院
８４－３１３７

澤田皮膚外科
７０－７７０３

多々良診療所
７２－３０６０

館林地区担当
12月７日
（日）

－
菅沼医院

７２－９０９０
最上胃腸科外科
７４－３７６３

ごが内科楡クリニック
７３－７５８７

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

12月14日
（日）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　 　　　　

午後７時～10時（日、祝日を除く）　    
内科・小児科（要電話確認）　　　　  

歯 科
館林邑楽歯科保健医療センター

７３－８８１８
午前９時～正午・午後１時～３時

　「子育てここ
ろの相談」を開
催しています。
臨床心理士が相
談に応じます。
お悩みをお持ち
のかた、ご相談
ください。
相談日
11月19日、12月17日、平成21年１月
21日、２月18日、３月18日
(いずれも水曜日)
時間　午前９時～正午　※予約制
場所　館林保健福祉事務所
問合せ　館林保健福祉事務所
�７２－３２３０

空
の
楽
し
さ
を
体
験

グ
ラ
イ
ダ
ー
教
室
開
催

入
居
者
募
集
し
ま
す

町
営
住
宅
・
県
営
住
宅

　館林地域リハビリテーション広
域支援センター主催で認知症ケア
の講演会「認知症予防セミナー」を
開催します。
　参加を希望されるかたは電話で
お申し込みください。
日時　11月15日(土)
　　　午後２時～４時
場所　館林三の丸芸術ホール
講師　
ゆきぐに大和病院　 宮  永  和  夫 院長

みや なが かず お

ＮＨＫ放送局　 小  宮  英  美 チーフプ
こ みや ひで み

ロデューサー
内容「地域で取り組む認知症予防」
①認知症の基礎知識と対応
②本人の立場から考える認知症　
　ケア
参加費　無料
申込期限　11月10日(月)
申込先・問合せ
慶友整形外科病院
�７２－６０００
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●
行
政
相
談　

午
前　

時
〜
正
午

10

　

問
合
せ　

窓
口
グ
ル
ー
プ　
�
内
線
２
３
２

●
法
律
相
談　

午
後
１
時
〜
３
時

　

問
合
せ　

窓
口
グ
ル
ー
プ　
�
内
線
２
３
２

●
農
地
相
談　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

　

問
合
せ　

農
業
委
員
会　
�
内
線
４
１
５

●
教
育
相
談　

正
午
〜
午
後
３
時

　

問
合
せ　

教
育
研
究
所　
�
　

－

０
８
３
４

82

●
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
情
報

　

▼
心
配
ご
と
相
談　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

30

　

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
何
で
も
相
談（
毎
週
月
〜
金
）

　
　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

30

　

問
合
せ　

福
祉
セ
ン
タ
ー

●
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
・
教
室
情
報

　

▼
す
く
す
く
発
達
相
談
（
作
業
療
法
士
）

　
　

午
後
１
時
〜
５
時　

※
要
予
約

　

▼
健
康
相
談　

午
前　

時
〜　

時　

分

10

11

30

　

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
館
林
保
健
福
祉
事
務
所
相
談
情
報

　

▼
ふ
れ
あ
い
相
談
会

　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

15

　
　

※
初
め
て
の
か
た
、
要
予
約

　

▼
子
育
て
こ
こ
ろ
の
相
談

　
　

午
前
９
時
〜
正
午　

※
要
予
約

　

申
込
先
・
問
合
せ　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

保
健
係　
�
　

－

３
２
３
０

72

●
く
ら
し
の
相
談
窓
口（
休
館
日
を
除
く
毎
日
）

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

30

　

問
合
せ　

中
央
公
民
館　
�
　

－

２
４
３
５

82

　
　
　
　
　

東
部
公
民
館　
�
　

－

１
２
４
１

82

　
　
　
　
　

南
部
公
民
館　
�
　

－

１
４
２
４

82

　
　
　
　
　

北
部
公
民
館　
�
　

－

１
８
５
５

77

●
交
通
事
故
出
張
相
談　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

10

　

太
田
市
役
所
交
通
政
策
課

　

問
合
せ　

行
政
安
全
グ
ル
ー
プ　�
内
線
１
２
１

●
土
地
建
物
無
料
相
談
会　

午
後
１
時
〜
３
時

　

館
林
市
城
沼
公
民
館

　

相
談
・
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
群
馬
県
不
動
産
コ
ン 

　

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
会　

館
林
支
部（
㈱
協
栄
内
）

　
�
　

－
２
２
２
２

73

土金木水火月日
１【納期限】12月１日(月)

　固定資産税(第４期)
　国民健康保険税

(第５期)
　介護保険料普通徴収

(第５期)
　後期高齢者医療
　　保険料普通徴収

(第５期)

(町)…役場
(保)…保健センター
(資)…資源化センター
(福)…福祉センター
(季)…健康の郷「季楽里」
(中公・東公・南公・北公)…各公民館
　※(　)内は開催場所になります。

【定休日及び休館日のお知らせ】
 ○各公民館：月曜日及び祝日(３日：中央公民館のみ開館)
 ○各公民館：月曜日及び祝日(４日・23日：全館休館)
 ○健康の郷「季楽里」：木曜日
 ○海洋センター：月曜日及び祝日
 ○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日
 ○総合老人福祉センター：土・日曜日及び祝日

※詳しくは各施設までお問い合わせください。

◆県民交通安全日
◆高齢者交通安全日
◆ハートフルコンサート
　(中公)※19: 00開演

８７６５４３２
●教育相談(中公)
　※14: 00～16: 00
◆第22回板倉町近県
　少年野球大会(３日目)
　(大蔵公園グラウンド)
　※9: 00～

●教育相談(中公)
　※14: 00～16: 00
●交通事故出張相談
◆乳児健診(保)
◆ＢＣＧ接種(保)

◆粗大ごみ受入日(資)
　※9: 00～15: 00

●教育相談(中公)
◆粗大ごみ有料収集
　申込み締め切り日(資)

●農地相談(町)
◆コアラ学級(保)

文化の日
◆第22回板倉町近県
　少年野球大会(２日目)
　(大蔵公園グラウンド)
　※9: 00～

◆第22回板倉町近県
　少年野球大会(１日目)
　(渡良瀬グラウンド・
　大蔵公園グラウンド)
　※8: 30～

151413121110９
◆グライダー教室
　(渡良瀬滑空場)
　※12月６日(土)まで
　(17ページ参照)

●教育相談(中公)
　※14: 00～16: 00
●健康相談(保)
◆１歳児健診(保)

●教育相談(中公)
●ふれあい相談会
◆粗大ごみ有料収集
　調査日(資)

●心配ごと相談(福)
●行政相談(福)
●法律相談(中公)
●教育相談(中公)
●土地・建物無料相談会

22212019181716
●交通事故出張相談●子育てこころの相談

●教育相談(中公)
●教育相談(中公)
◆２歳児親子歯科健診

(保)
◆粗大ごみ有料収集日

(資)

◆第35回板倉町秋季家庭
　婦人バレーボール大会
　(海セ)※8: 30～
◆第９回板倉町野球連合会杯
　争奪野球大会(１日目)
　※8: 30～(渡良瀬グラウンド)
◆粗大ごみ受入日(資)
　※9: 00～12: 00
◆県民防犯の日

29282726252423 /  30
◆第６回板倉町少年野球
　新人戦大会(１日目)
　(渡良瀬グラウンド・
　大蔵公園グラウンド)
　※8: 30～

●健康相談(保)
●教育相談(中公)
　※14: 00～16: 00
◆３歳児健診(保)

●すくすく発達相談
(保)

◆粗大ごみ受入日(資)
　※9: 00～15: 00

●教育相談(中公)
◆水道料金口座振替日
　(14区の一部～29区)

●教育相談(中公)
●心配ごと相談(福)

振替休日23日 勤労感謝の日
◆第９回板倉町野球連合会杯
　争奪野球大会(２日目)
　※8: 30～(渡良瀬グラウンド)
30日
◆ダイヤモンド・金婚式合同
　祝賀会(中公)※10: 00～12: 00
◆季楽里 特売日

▲さつまいも掘り(北小)

▼板倉保育園運動会で�
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に

向
け
、
気
合
い
の
入
る

女
子
に
比
べ
、
い
ま
い

ち
テ
ン
シ
ョ
ン
の
上
が

ら
な
い
男
子
と
い
う
の

は
、
Ｔ
が
中
学
時
代
の

話
。
今
の
板
中
生
は
違

い
ま
す
。
男
女
と
も
に

気
合
い
十
分
。
今
か
ら

取
材
が
楽
し
み
で
す
。　(T)

定　

例　

相　

談

�
最
近
ネ
ッ
ト
通
販
に

は
ま
る
「
人
気
、
限
定
」

の
言
葉
に
弱
い
甘
党
の

Ｎ
。
あ
こ
が
れ
の
お
店

の
ス
イ
ー
ツ
が
身
近
に

味
わ
え
て
し
ま
う
。
だ

け
ど
、
近
所
の
お
店
の

手
作
り
ス
イ
ー
ツ
は
地

元
の
人
だ
け
の
特
別
限

定
の
お
い
し
さ
で
す
。　(N)


